
 
 
 
 

不動産統計情報と計算機の利用
―データ利用のための課題―

株式会社おたに 小谷 祐一朗
おたに ゆういちろう

全日本不動産協会 内田 健太郎
うちだ けんたろう

概要

「オープンデータ」と呼ばれるデータの公開形式により、様々な不動産に関する統計情報が政府

や地方自治体から公開されるようになった。このような情報により、不動産に関するデータを高度

化させ、不動産の実務にも役立てることができる。また、「 スクレイピング」と「オープンデー

タ」について、データの収集方法としての可能性についても述べる。さらに、不動産統計情報のデ

ータの前提について述べ、計算機を使った計算方法である通常のブートストラップ法と「巨大なデ

ータ」を扱うためのブートストラップ法の一つである 法の比較も行う。

キーワード：ラビーネット、計算統計、ブートストラップ法、 （ ）、

モンテカルロ法、リサンプリング、シミュレーション、空間分析、オープンデータ、

確率過程

はじめに

近年、政府や地方自治体から様々な統計データ

が公開されており、それには不動産に関連するデ

ータも多い。公開されたデータを利用して、不動

産に関する情報を高度化することが期待されてい

る。物件情報が多様化し、不動産に関する経済指

標が新たに作成されることで、不動産に対して

様々な見方ができるようになる。これにより、不

動産事業者だけでなく、消費者も安全・安心な取

引を期待できるようになるであろう。

当然だが、データの利用を行うためにはデータ

を収集しなければならない。インターネットの発

達に伴い、不動産に関するデータを効率的に集め

ることが可能になり、経済指標に組み込むことも

できる。ただし、いくつかの考慮すべき点もある

ため、これらを把握して適切に利用することが重

要である。

また、データの実体はあくまで数字や文字、記

号の集まりであるから、データには何らかの文脈

や意味づけが伴う。つまり、データは何らかの事

象及びそれが生ずる世界（空間）を具体的に表現

するものである。また、データの分析には計算機

の高度利用は不可欠である。従って、不動産統計

情報の利用には、データの生成する背景を考慮し、

さらには計算機の特徴を踏まえた分析方法の利用

や開発が必要である。

以上の観点から、本稿では、まず、不動産統計

情報の概要について述べる。次に、不動産統計情

報を収集する方法について説明する。最後に不動

産統計情報の理論的背景と計算機を使った計算方

法の比較結果も紹介する。

不動産統計情報とその実務利用

「不動産統計情報」とは不動産に関する統計デ

ータであるが、その範囲は広い。具体的にはどの

ようなものがあり、どのような種類に分けること

特集 不動産統計情報の充実をどう図るか（現状と課題）
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特集 不動産統計情報の充実をどう図るか（現状と課題）

ができるのであろうか。本項では、不動産統計情

報の分類を行い、その形式と量の観点で整理を試

みる。さらに、不動産の流通実務において取り扱

われているデータ及びデータの利用における課題

についても述べる。

まず、不動産統計情報には「ローデータ」や「個

票」といった集計・加工が行われていないデータ

と、データそのものを加工・集計して作成される

指数等のデータがある（表 ）。これらのデータに

は、建物や土地といった不動産を直接表現するも

のと人口や住所等の不動産を間接的に表現するも

のがある。前者は国土交通省の「地価公示」や都

道府県の「都道府県地価調査」、国税庁の「路線価」

等があり、後者は総務省の人口に関する調査であ

る「国勢調査」や国土交通省の住所とその位置に

関する「位置参照情報」等がある。また、作成さ

れる指数等の代表例には、不動産を直接的に表現

するものとしては国土交通省の「不動産価格指数」

や不動産研究所の「不動研住宅価格指数（旧東証

住宅価格指数）」があり、間接的に表現するものに

は総務省統計局の「消費者物価指数」等の経済指

標がある。

これらは「属性」「時間」「空間」あるいはその

組み合わせで、統計データとして特徴付けること

ができる。例えば、単年度の地価公示は地価公示

                                                      
ただし、不動産統計情報の定義域やその分類の境界は

非常に曖昧である。

国土交通省「不動産価格指数」

川口有一郎、渡部光章（ ）「取引価格データベー

スを用いた住宅価格指数」

点の属性を持つクロスセクションデータである。

また、不動産価格指数等は時間を軸とした時系列

データである。地価公示や都道府県地価調査等は

緯度経度等の情報を持つ空間データであり、複数

年度の地価公示はクロスセクションと時系列の双

方の特徴を持つパネルデータである。更に、時系

列データと空間データの双方の特徴を持つ時空間

データと捉えることもできる。

次に、このようなデータを量の視点でみてみよ

う。公開されている不動産に関する統計データか

ら単純なデータセットを作成する場合（例えば、

地価公示と国勢調査を組み合わせる場合）、最終的

なデータの量（行や列の数）は決して多くはなら

ない。一方、得られるデータに基づいて地理空間

に関する分析を行う場合、データの数（すなわち

行数や列数）が 列増えるだけで、計算量が急激

に増加することがある。つまり、単純に量が少な

いデータでも、潜在的なデータに目を向けると、

非常に巨大なデータとなる可能性が不動産統計情

報にはある。

では、このようなデータは不動産の実務ではど

のように扱われており、どのような課題があるの

だろうか。ここでは、全日本不動産協会の「ラビ

ーネット不動産（

）」を例に考えてみよう。

まず、全日本不動産協会では、公正な不動産取

引の実現、不動産取引における消費者の安全の確

                                                      
例えば、クリギング等が挙げられる。クリギング実行

時に用意するデータセットは、データとそのデータの取

得地点（つまり座標）だが、その計算過程では地点間の

地理的距離を全て算出する。

表 ：不動産に関するデータの分類例

集計・加工なし 集計・加工あり

直接的

地価公示（国土交通省）

都道府県地価調査（都道府県）

路線価（国税庁）

不動産価格指数（国土交通省）

不動研住宅価格指数（不動産研究所）

間接的
国勢調査（総務省）

位置参照情報（国土交通省）
消費者物価指数（総務省）
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保や不動産の有効利用の促進等を目的として、不

動産業界の健全な発展に寄与する活動及び社会貢

献活動を行なっている。社会貢献活動には「災害

の被災者等の支援活動」「地域社会の健全な発展に

資する啓発活動」等がある。このような背景から、

「ラビーネット不動産」は適正な物件情報の流通

及び取引の推進を目的としており、扱われるデー

タは会員事業者が提供する個別の物件に関するデ

ータである。

一方で、ラビーネット不動産で提供する情報は、

データの形式や量の観点から、拡張の余地は十分

にある。特に、国土交通省や総務省等の政府機関

や地方自治体が提供するデータと会員の事業者が

保有する情報を有機的に結合することで、事業者

と消費者の双方にとって有益な情報を創出するこ

ともできるであろう。この場合は、提供する情報

の質や継続可能性についての検討が必要になる。

また、情報の種類によっては、迅速かつ正確に消

費者に届ける方法も検討しなければならない。

そのためには、政府や地方自治体が、提供する

データの種類や量を充実させるだけでなく、会員

事業者のデータに関する知識の習得やデータの取

扱技術（データリテラシー）の研鑽も重要になる。

例えば、データの収集方法や利用方法及びそれに

伴う問題点等についても具体的に学んでいく必要

がある。

従って、公開されている不動産統計情報には

様々な種類・形式のものがあり、これらを有機的

に活用していくことが重要だと考えられる。また、

不動産の実務においては、現時点ではいわゆるロ

ーデータを扱うことが多い。ただし、データリテ

ラシーを課題として、それを向上させることで、

各種のデータを利用した様々な指標等を開発・提

供していくことも考えられるであろう。

データの収集方法

データの利活用を行うためには、データを収集

し、どのような利用方法があるかを検討しなけれ

ばならない。データの収集には様々な方法がある

が、近年では「 スクレイピング（スクレイピ

ング）」と「オープンデータの利用」が比較的容易

な収集方法として知られている。ここで、スクレ

図 ：ラビーネット不動産における物件情報の提供例

土地総合研究 2018年秋号42



保や不動産の有効利用の促進等を目的として、不

動産業界の健全な発展に寄与する活動及び社会貢

献活動を行なっている。社会貢献活動には「災害

の被災者等の支援活動」「地域社会の健全な発展に

資する啓発活動」等がある。このような背景から、

「ラビーネット不動産」は適正な物件情報の流通

及び取引の推進を目的としており、扱われるデー

タは会員事業者が提供する個別の物件に関するデ

ータである。

一方で、ラビーネット不動産で提供する情報は、

データの形式や量の観点から、拡張の余地は十分

にある。特に、国土交通省や総務省等の政府機関

や地方自治体が提供するデータと会員の事業者が

保有する情報を有機的に結合することで、事業者

と消費者の双方にとって有益な情報を創出するこ

ともできるであろう。この場合は、提供する情報

の質や継続可能性についての検討が必要になる。

また、情報の種類によっては、迅速かつ正確に消

費者に届ける方法も検討しなければならない。

そのためには、政府や地方自治体が、提供する

データの種類や量を充実させるだけでなく、会員

事業者のデータに関する知識の習得やデータの取

扱技術（データリテラシー）の研鑽も重要になる。

例えば、データの収集方法や利用方法及びそれに

伴う問題点等についても具体的に学んでいく必要

がある。

従って、公開されている不動産統計情報には

様々な種類・形式のものがあり、これらを有機的

に活用していくことが重要だと考えられる。また、

不動産の実務においては、現時点ではいわゆるロ

ーデータを扱うことが多い。ただし、データリテ

ラシーを課題として、それを向上させることで、

各種のデータを利用した様々な指標等を開発・提

供していくことも考えられるであろう。

データの収集方法

データの利活用を行うためには、データを収集

し、どのような利用方法があるかを検討しなけれ

ばならない。データの収集には様々な方法がある

が、近年では「 スクレイピング（スクレイピ

ング）」と「オープンデータの利用」が比較的容易

な収集方法として知られている。ここで、スクレ

図 ：ラビーネット不動産における物件情報の提供例

イピングとは「プログラムによって、取得したい

データが公開されているページに （

）アクセスを行い、必要

な情報をページから抽出し、自動でデータ収集を

行う 」ことであり、「オープンデータ」とは「著

作権や特許等の制御メカニズムなしに自由に利用

できる」形式のデータのことである。本項では、

この二つの方法の利用とその問題点を紹介する。

まず、スクレイピングによって収集した不動産

に関するデータを経済指標の作成に利用する試み

がある。例えば、ベルギーの統計局では、 年

に スクレイピングしたデータを消費者物価指

数（ ）へ組み込むための研究が行われており、

組み込む項目の一つに「 」

がある。スクレイピングによって収集する理由と

して以下の つ（要約）が示されている 。

以前は の対象だったが、集計に非常に時間

がかかるため除外されたこと

取引管理のデータベースに登録がなかったり、

他の取引との区別が難しいこと

プライバシーや学生特有の契約期間（ ヶ

月）によりデータの収集が難しいこと

世帯の予算において極めて高くなることが推

計されたこと

つまり、スクレイピングによって収集するデー

タは組み込み対象である経済指標（ ）に影響

を与える可能性があるが、他の調査方法では収集

が難しい。そのため、スクレイピングを利用して

                                                      
似たような概念にクローリング（ ）があるが、

こちらはページ内リンクを辿り、様々な ページにア

クセスを行い、 のソースコードをダウンロードす

るものである。従って、クローリングの場合は、不特定

多数の ページを対象とするが、スクレイピングの場

合は特定多数の ページが対象である。

“

data in the Belgian CPI”, 

訳は筆者によるものである。

なお、通常の賃貸物件の賃料は組み込まれている。 

いることがわかる。スクレイピングは、このよう

な収集が困難であったり、旧来の方法では時間が

かかるデータを集めるためには非常に効率が高く

有用な方法である。

ただし、スクレイピングには問題点もある。ま

ず、収集したデータはバイアスの存在を前提とし

なければならないこともある。例えば、集められ

るデータはあくまで 上のものであり、現実世

界のものとは異なることがある 。また、データの

収集そのものに継続性リスクが存在する。スクレ

イピングの対象となる サイトの運営企業が何

らかの方法でプログラムによるアクセスを拒否し

た場合、その継続的な利用（例えば経済指標の作

成）は限定的にならざるをえない。さらに、過度

なアクセス等はネットワークの帯域とサーバーに

負荷がかかる。イギリスの国家統計局の資料 によ

れば、過度な負荷をかけるようなアクセスは

攻 撃 の よ う な も の で あ り 、 風 評 被 害

（ ）も存在するとされている。

また、法的問題として、著作権やデータベースに

関する権利等も挙げられている。

他方、不動産統計情報の収集に「オープンデー

タ」を利用する場合がある。特に政府等の官公庁

が提供するオープンデータは、各種の指標のロー

データとして利用されていることもある。例えば、

国土交通省は地価公示から「公示 住宅指数・商

業指数 」を算出している。これは 都道府県の

                                                      
加えて、ダイナミックプライシング等による価格付け

が行われている サイトも存在する。

(2017) “Better Scraping, Better 

outputs”

大量のリクエストを送ることで サービスを利用

不能にさせる悪意を持った攻撃のこと。もちろん、この

攻撃はスクレイピングやクロールと目的は異なる。ただ

し、手法としては同じであるから、サービス提供者の視

点からすればスクレイピングも 攻撃も同じという

考え方もある。

国土交通省（ ）「地価公示の都道府県（全国）最

高価格地（住宅地・商業地）を用いた平均価格指数及び

その変動率」
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住宅地・商業地の最高価格（継続地点）を利用し

た指数であり、オープンデータとして公開されて

いる地価公示のデータのみで算出可能な指標の一

つである。

また、その性質から、再利用を前提としたデー

タとして成型されていることも多い。ダウンロー

ドだけでなく、 （

）による形式で提供されている場合もあ

る。例えば、総務省統計局が運営する「政府統計

の総合窓口（ ）」の 機能（

）では、国勢調査や住宅・土地

統計調査等の不動産統計情報が提供されている。

データを提供することが 機能のそもそもの目

的であり、ある程度の規模のアクセスも想定され

ている。

しかし、オープンデータにも問題は存在する。

例えば、国勢調査等のデータでは、統計情報とい

う観点からデータの粒度（行政区画等による地域

差がなく、同一の細かさで分布する程度）が粗い

こともあり、ビジネスなどで使用するための粒度

を満たしづらいといったこともある。「誰でも利用

可能」であり、かつ「個人を特定することができ

ない」ためには、ローデータや個票のレベルで公

開は難しい。そのため、データの粒度が問題とし

て生じやすい。

ただし、これはデータ分析の方法等を工夫する

ことで、限定的ではあるが、解決可能である。一

例が株式会社おたにが運営する （

）である。各種オープンデータを

利用して開発した では、日本全国約

万地点の複数の不動産価格 を計算することがで

き、その一つに推定公示地価がある。

地価公示は約 地点しかなく、地価公示点

が存在しない地域も存在する。従って、地価公示

は全国で均一に分布している指標とは言い難い。

                                                      
市場の取引に基づく推定価格（複合不動産）、地価公

示に基づく推定公示地価（土地）、建築費などから算出

する建物の価格と推定公示地価を足し合わせた推定積

算価格があり、これらは推定時系列データとしても提供

を行なっている。

一方、推定公示地価は、独自の方法で推定を行う

ことで日本中を同一の粒度で算出するための計算

を行なっている。すなわち、確率論的補間等を踏

まえた統計手法の開発により、粒度の不揃いの問

題を推定値の正確性の問題に置き換えている。な

お、 で使用している統計モデルの自由度調整

済 二乗は である。

不動産統計情報を集めるためには「スクレイピ

ング」や「オープンデータの利用」が考えられる。

双方とも有用な方法だが、利用にあたっては検討

すべき点もある。これらを踏まえて、データを収

集することが、不動産統計情報の高度利用の最初

の一歩であろう。

図 ： の推定公示価格
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データの前提

ところで、不動産に関するデータの収集やデー

タを利用した経済指標等の設計を行うためには、

不動産に関する事象が生成される空間の存在が前

提となる。それは、不動産の価格や不動産との距

離、あるいはその関係性等が生成される抽象的な

空間 であり、それは不動産に関するあらゆる事

象を生成する元を持つ集合等と考えてもよい。す

なわち「不動産統計情報全体の標本空間」であり、

本項ではℜで表す。また、生成される複数（k個と
する）の不動産統計情報の標本空間をΩとし、そ
の部分集合をAとする。
つまり、

∪ 𝛺𝛺𝑘𝑘
∞

𝑘𝑘=1
∈ ℜ 

∪ 𝐴𝐴𝑚𝑚
∞

𝑚𝑚=1
 ∈  𝛺𝛺𝑘𝑘 

と考える 。

さらに、Amの具体的なデータ（例えば地価公示）

をXとした場合、 
𝑋𝑋 ⊆ 𝐴𝐴𝑚𝑚 

𝑋𝑋 =  [x1, x2, . . . , xn] 
である。なお、当然ながら、xは確率空間上の可
測関数（確率変数）である。

このx、すなわち不動産統計情報の大きな特徴と
して、時間または空間といったパラメータにより

変化することが挙げられる。 
従って、これは確率過程であり、 

𝑋𝑋 =  [x(𝑠𝑠1), x(𝑠𝑠2), . . . , x(𝑠𝑠𝑛𝑛)] 
と表せる。 
ここでsは時間Tや空間Sあるいはその双方S × T
を意味する。当然のことながら、実際にデータを

扱う際にはsは離散的 i =  [1,2,3, . . . ]であるが、本
来は連続的なi =  [0, ∞)である。また、Sはユーク

                                                      
不動産が実際に存在する地理空間の意味ではない。

なお、地理空間はこの空間が曲面として顕出しているも

のであり、地図はこの空間が平面として表現されている

ものと考えられる。

これは数学記号を使って書き直しただけであるが、

この空間を理論的に定義及び考察する道具として幾何

学等が考えられる。

リッド空間Rnとして考えることが多いが、不動産

が実際に存在する地球の曲率は ではない。

また、実際に収集するデータには観測誤差ε（こ
れもsによって特徴付けられる）が含まれるので、
次のように書くことができる。

X =  [x(s1)  +  ε(s1), x(s2)  +  ε(s2), . . . , x(sn)  
+  ε(sn)]

ただし、ε(si) ∼ i. i. d
なお、 i. i. dは独立同分布（

）であり、平均 、標準

偏差σの正規分布を仮定することが一般的である。
従って、不動産統計情報は空間や時間に従う確

率過程として扱うべきものであるが、実際に扱え

るデータは理論とは異なる部分が存在する。すな

わち、不動産統計情報の高度利用には、データの

前提を踏まえた分析や計算の方法を検討する必要

があろう。

シミュレーションと計算資源

ところで、時間や空間等の確率過程を利用した

分析を行う際には、モンテカルロ法等のシミュレ

ーションによる計算を行うことがある。シミュレ

ーションにおいて、計算量の少なさは、より多く

の計算を行うためにも重要である。特に、不動産

統計情報は潜在的なデータまで考慮した分析を行

おうとすれば、計算量が多くなるため、従って、

計算機の使用効率を高める必要がある。本項では

平均値や中央値などの統計量をシミュレーション

によって求める方法とその計算効率について説明

する。

まず、単純に全国の無数にある地点の地価を母

集団とし、地価公示[x1, x2, . . . , xn]をその標本と考
えてみよう。標本平均は次の式で求める。 

𝑋𝑋 = 1
𝑛𝑛 ∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖

𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= 1

𝑛𝑛 [x1 + x2+. . . +xn] 

nの数が大きいと、人間が手で計算するときも大
変であるが、それは計算機も同じである 。平均

                                                      
人間が数百から数千の要素を手で紙に書き出すのは

大変である。計算機も数十億や数兆の要素を一度にメモ

リに読み出すのは大変である。
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図 ：ブートストラップ標本と計算機の関係図

値を求める際に、ベクトルや行列の要素数が多い

（つまりnの値が大きい）と、一台の計算機に搭
載できるメモリの量では足りなくなり、別の処理

を検討しなければならない。もちろん、これは標

準偏差や回帰係数を求める場合等でも同じである。

この時の計算方法の一つに、古典的な手法では

あるが、「ブートストラップ法 」がある。これは、

シンプルだが非常に強力な推定手法であり、「ブー

トストラップに伴う反復計算は並列化が容易」

な、再標本化による統計量の推定方法である。次

の手順で行う。

得られたn個のデータ[x1, x2, . . . , xn]をXとおく。
[1,2, . . . , n]から等確率で整数を選ぶことをm回
繰り返す。つまり、[i1, i2, . . . , im]の整数列Kを
生成する。なお、同じ整数を複数回選んでも良

い（復元抽出）。

Kに基づき、Xから[xi1, xi2, . . . , xim]を取り出し、
x∗とおく。

                                                      
「ブートストラップ」の名前は「

（自分で何とかせよ）」という英語のイ

ディオムに由来する。ブートストラップ法は

（ ）によって提案された。

下平英寿（ ）「第 章 ブートストラップ」 世

紀の統計科学 数理・計算の統計科学 第 部 統計

計算の展開と統計科学 日本統計学会 版 年

月、 （

）

と を B回繰り返す。つまり X∗ =
[x∗1, x∗2, . . . , x∗B]である。
X∗のそれぞれから求めたい統計量を求める。

ここで、m台の計算機にデータセットである
X = [x1, x2, . . . , xn]が分割されて配置されている場
合（図 ）を考えてみよう。

ランダムに各々の計算機から𝑋𝑋∗の要素を繰り返

して抽出し（つまりブートストラップ標本の生成）、

そのそれぞれで求めたい統計量を求める。この処

理は、別々の計算資源を割り当てることで並列化

が容易となる。

巨大なデータに、このような方法を応用するた

めには計算資源を効率的に使うことが重要となる。

で提案された計算方法が

「 （ ）」である。

は次の手順で行う。

 
の手順

得られたn個のデータ[x1, x2, . . . , xn]をXとおく。
[x1, x2, . . . , xn] を m 個 の グ ル ー プ

[x11, x12, . . . , x1k] [x21, x22, . . . , x2k]
[xm1, xm2, . . . , xmk]に分割する（非復元抽出）。
m個のグループ、それぞれでブートストラップ
（復元抽出）を行い、 m 個の推定値
Θ = [θ1∗, θ2∗, . . . , θm∗]を得る。

... 計算機(2) 計算機(m) 計算機(1) 

x*1 = [x11, x12, …, x1m]   … x*B = [xi1, xi2, …, xim] 

X = [x1, x2, …, xn] 

 

… 
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図 ：ブートストラップ標本と計算機の関係図
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図 ： 標本と計算機の関係図

Θの平均を計算する。

 
この場合、予めデータを取得する段階でデータ

を保持する計算機を定めれば 及び はデータ取

得のプロセスの一部となり、 及び のみが実質

的な推定値を求めるための計算プロセスになる。

図 は を使用する場合の計算機と各サンプル

の関係図である。

計算機毎に処理を分割できることが大きなメリ

ットである。

図 は、非常に小規模なデータ（n = 25,988）
ではあるが、自然対数をとった 年の地価公示

データに基づいて、ブートストラップ法によって

発生させた 個のサンプルのヒストグラム及

び によって発生させた 個のサンプルの

ヒストグラムである（ただし、点線は実際のデー

タ（地価公示）の中央値）。ブートストラップ法の

場合は 個のサンプルを発生させ中央値を求め

ることを 回繰り返した。また、 の場合

は、 個のサブセットに分割を行い、多項乱

数に基づき各サブセットのサンプリング回数（た

だし合計は ）を決定した。双方とも

回ずつ標本抽出を繰り返し、そのそれぞれで平均

値を求めた。なお、実際のデータの中央値は

である。

通常のブートストラップ法も もあまり差が

つかないことがわかる。ただし、 の場合はサ

ブセット内の再標本に依存させる計算手法のため、

計算資源を通常のブートストラップ法に比べて節

約することができる。

では「nが のデ

ータにおいて、… （中略 ）… 各データポイント

が のストレージを使用している時、データの

総量は になる。ブートストラップサンプリン

グの場合は約 のスペースが必要になるが、

の場合多く見積もっても 程度である 」と

述べている。このような場合における計算は通常

は （ ）や （ ）

等のストレージでなく、 （ ）

を使うことが容易となるため、計算時間が短縮さ

れることも明らかである。

このように、計算機を利用したシミュレーショ

ンでは計算方法を工夫することで、計算資源の節

約が可能になる。ただし、確率過程を扱うための

手法としてはブロックブートストラップ法、計算

精度を高めるための解析的な方法としてはサドル

                                                      

–

訳は筆者によるものである。なお、ここで「 」

という数字の計算根拠は

の からである。

X1 = [x11, x12, …, x1k] , Xm = [xm1, xm2, …, xmk] X2 = [x21, x22, …, x2k] , … , 

X = [x1, x2, …, xn] 

 

計算機(1) 
 

計算機(2)  … 
 

 
 

計算機(m) 
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図 ：ブートストラップ標本（上）と 標本（下）

表 ：要約統計量

最小値 点 中央値 平均値 点 最大値 標準偏差

ブートストラップ

地価公示（対数）

地価公示： 、ブートストラップ： 、 ：

なお、小数点第 位以下は四捨五入している。

                                                      
実線は実際のデータ（地価公示）の中央値、点線はそれぞれの標本における ％点と ％点を表す。
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ポイント近似等がある。従って、今後は不動産統

計情報を分析するためにも、確率過程を踏まえた、

計算資源を節約でき、かつ計算効率の良い手法等

を開発することが必要であろう。

 
おわりに

さて、ここまで様々な論を展開してきた。不動

産統計情報が充実し、様々な目的で利用できるよ

うになることは、実務的な視点からも有用である

と考えられる。特にオープンデータの形式で公開

されているデータを利用した経済指標の作成と提

供は事業者だけでなく、消費者にとっても大きな

メリットがあるだろう。そのためにも、不動産統

計情報を適切に収集し利用するためのデータリテ

ラシーの向上や、計算機を利用した確率過程の計

算手法のさらなる開発などが求められる。データ

の種類や量を充実させるだけでなく、データを扱

うための技術や理論を発達させ普及させることが、

不動産統計情報の利用の高度化を推進するために

は肝要である。
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